
 

２ 機種別編 
２－１ 一時プレス工程 
（１）機械リスクアセスメントまとめ表 

表 14 に示す。 

（２）保護方策の適用の前後比較 

表 13 技術的保護方策の抜粋 

(※番号は表 14 の該当部分に記載されているものと同じ) 

番

号 

初期リスク見積り時 

の状態 

技術的方策実施後の 

再見積り時の状態 
備 考 

Ａ  

樹脂カバー取付の対策
がされていたが、安全距
離が JIS B 9715 規定値
より短いことを指摘。ま
た、インターロックがカ
テゴリ 4 に相当するも
のでない。 

→ 早急には対応困難
であり、経過措置と
して、警告指示標識
を貼付予定。 

Ｂ  

樹脂カバー取付の対策
がされていたが、新たな
危険源としてプレスに
設置されたガードの金
型入り口開口部で、金型
との間でのせん断の危
険源を指摘した。 

→ ゴム板でのカバー
が取り付けられ、注
意喚起のためのマ
ーキングが施され
た。 

２－２ 金型搬送工程① 

（１）機械リスクアセスメントまとめ表 

表 16 に示す。 

（２）保護方策の適用の前後比較 

表 15 技術的保護方策の抜粋 

(※番号は表 16 の該当部分に記載されているものと同じ) 

番

号 

初期リスク見積り時 

の状態 

技術的方策実施後の 

再見積り時の状態 
備 考 

Ｃ  

シリンダの作動領域に
ガードが設置されたが、
トラブルシュート復帰
のためにガードを取り
外す際に対しては、別
途、リスク低減を検討す
る必要がある。 

 



 

２－３ 金型搬送工程② 

（１）機械リスクアセスメントまとめ表 

表 18 に示す。 

（２）保護方策の適用の前後比較 

表 17 技術的保護方策の抜粋 

(※番号は表 18 の該当部分に記載されているものと同じ) 

番

号 

初期リスク見積り時 

の状態 

技術的方策実施後の 

再見積り時の状態 
備 考 

Ｄ  

カバー取付の対策がさ
れていたが、キャタピラ
ベルト折返し点隙間で
の引き込みの危険源を
指摘した。 
 
→ カバー形状が改良

さ 
れた。 

Ｅ  － 

Ｆ 
 

カバー取付の対策がさ
れていたが、カバー隙間
での巻き込みの危険源
を指摘した。 
 
→ カバー形状が改良

さ 
れた。 

 



 

２－４ 金型反転工程 

（１）機械リスクアセスメントまとめ表 

表 20 に示す。 

（２）保護方策の適用の前後比較 

表 19 技術的保護方策の抜粋 

(※番号は表 20 の該当部分に記載されているものと同じ) 

番

号 

初期リスク見積り時 

の状態 

技術的方策実施後の 

再見積り時の状態 
備 考 

Ｇ  － 

Ｈ  

V ベルトプーリ部での押
しつぶし・巻き込みの危
険源を指摘した。 
 
→ 固定式ガードが設

けられた。 

 




